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榎並
え な み

和
とも

澄
すみ

と「参両録」 

 榎並和澄をはじめて取り上げます。この人は、江戸時代の堺の和算家です。先に記し

た「新刊算法起」の著者である田原嘉明と、ほぼ同時代の和算家です。「新刊算法起」

の刊行は承応元年（１６５２）で、今回取り上げる榎並和澄は、その著「參兩録」（以

後「参両録」と記す）を翌年の承応２年（１６５３）に刊行しています。 

 ただ、昭和４年～６年に刊行された堺市史第７巻で、「承應元年新刊算法起を、同二

年榎並和證參兩録を著した。」と、田原嘉明に触れた後に榎並和澄についても書かれて

いるだけです。 

 また、佐藤健一氏監修の「和算の事典」を見ると、「序文の一節に『僕まだはたとせ

の春秋をも かうがへずして』とあり、榎並が２０代だった頃の著作とわかる。」と書

かれていることから、若くして和算と出会い自著「参両録」を書き進めたようです。し

かも、そこで留まらず、寛永１８年（１６４１）に、吉田光由が最後に刊行された「塵

劫記」の最後に解答のない問題を１２問掲載していますが、榎並はこの問題にも挑戦を

し、６問については取りあえず榎並なりの解答を掲載しています。 

 さらに「和算の事典」には、「『参両録』は、『塵劫記』よりも高度な問題として、自

身で新規の遺題を８問作成して掲載した。この試みがきっかけとなって、いわゆる遺題

継承が起こった。」とも書かれており、和算の世界では神社仏閣に算額を奉納すること

が積極的行われていますが、その算額に自らの解答と新たな問題を掲げることも行われ

ています。このような遺題継承がこの榎並和澄から始まったことは、評価されているよ

うです。 

 今回、この榎並和澄の「参両録」に挑もうというのが趣旨で、以後、少しずつでも読

み進められればと考えている次第です。まだまだ未熟者ですので、「榎並和澄と『参両

録』」を読まれて、間違いご意見などお気付きの点がありましたらお教えいただきたく

存じます。 

 なお、「参両録」の中巻の第一「坪積」から始めます。 
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坪数因式解法 

１． 右図のような木枠がある。ここの問題 

 文を原本で提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後は、現代文に直して提示します。 

 この木枠内に、栗石はどれ程入りますか 

これが問です。 

 答は、１坪５分です 

これが答えです。 

 で、解法がこの後に次のように書かれています。１つ目の計算は 

 先ず８尺４寸５分に５尺をかけると、４２歩２分５厘となります 

 ここの「８尺４寸５分」というのは、木枠の上面の四角形の一辺にあたるのでしょう。

それにかける「５尺」とはどこかは、上の図からは読み取りにくいのですが、おそらく

右図の長方形の左側の辺の長さだと、かろうじて読み取りましたので、この計算をしま

す。 

  ８．４５×５＝４２．２５（尺２） 

        ＝４２尺２２分５厘 

です。この一辺の長さを「間」に直して計算をすると、 

 ８．４５÷６．５＝１．３（間） 

  ５÷６．５＝０．７６９２３０７６９・・・ 

       ≒０．７６９（間） 

  １．３×０．７６９＝０．９９９７ 

           ≒１（間２＝坪） 

となります。 

 ここで、「１坪＝１歩
ぶ

」ですので、上の８尺４寸５分に５尺をかけると、答えは１歩

となり、４２歩２分５厘にはなりません。 
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 解法の２つ目の計算は、 

これを間歩４２．２５で割れば１歩と成り、これに高さ１間半をかける と、坪数が 

分かります 

 ここでは「間
けん

歩
ぶ

４２．２５」の意味が不明です。この後の問題を読むと「間歩法４２．２

５」というのが出てくるので、おそらく「法」の文字の書き忘れだろうと思われます。 

いずれにしても、この間歩法４２．２５でなぜ割るのかも不明です。 

 

 当初の問題の「５尺」を、木枠の上面のもう一方の辺の長さとすると、少なくとも上

の計算の意味は分かります。 

 

 木枠を単純化して右図のようにしました。この 

直方体の体積（容積）を求める問題ですね。全て 

の長さを「間」の単位になおして計算をしてみま 

す。 

 なお、高さは図では「高一間」とあり、本文で 

は「高さ一間半」と書かれています。本文に合わ 

せてここでは「一間半」で計算をします。 

横：８尺４寸５分＝１．３（間） 

 縦：５尺≒０．７６９（間） 

 高さ：１．５間 

 容積：１．３×０．７６９×１．５＝１．４９９５５ 

                 ≒１．５ 

となって、１．５坪となりました。 

 とすると、「間歩法４２．２５」とは、いったい何だったのだろうとなりますね。こ

の問題を解くのに必要なものだったのかですね。 

 なお、この「間歩法４２．２５」については、６ページで触れます。 
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２． 右図のような木枠がある。ここの 

 問題文も原本で提示しますと、 

 

 

 

 

 

 

 此木枠の坪数はどれ程ありますか 

 これが問です。 

 答は、１坪５分です 

 これが答えです。 

 で、解法がこの後に次のように書かれてい 

ます。１つ目の計算は、 

 中１間に２間をかけると、２歩と成ります 

 ここの「２間」は、三角形の底面の一辺の長さですね。では「中１間」とはどこの長

さかというと、図から見るとどうも底面の三角形の高さにあたる部分の長さのようです

ね。 

この計算をします。 

 １×２＝２（間２） 

ちょうど底面の三角形２つ分の面積です。 

 

 解法の２つ目の計算です。 

 これを二つに割り、高さ１間半をかけます 

 これとは、底面の三角形２つ分の面積ですので、元の１つ分の面積を求めると、 

  ２÷２＝１（間２） 

 これに高さをかける。 

  １×１．５＝１．５（間３） 

       ＝１．５坪 

です。現代の三角形の面積の求め方と同じで、「底辺×高さ÷２」です。 

これは楽ちんでした。 
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３． 右図のような木枠がある。問題文を原本 

 で提示しますと、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この三角の枠に、栗石はどれだけ入りますか 

 これが問です。 

 答は、坪９分３厘５毛２絲８忽です 

 これが答えです。 

 で、解法がこの後に次のように書かれています。１つ目の計算は、 

 一辺７尺８寸を互いにかけると、６０歩８分４厘となります 

 図には長さは書かれていないので、文面からいくと、「７尺８寸」とは、この木枠の

底面の三角形の底辺の長さだということが分かります。また、この三角形は正三角形だ

ということも分かります。かけてみます。 

 ７．８×７．８＝６０．８４（尺２） 

 この一辺の長さどうしをかけるのですから、右下の図のような正方形の面積が求めら

れます。なぜ正方形の面積を求めたかというと、当 

時の正三角形の面積を求める方法として、「三角の法 

０．４３３」を定数として活用するからです。使い 

方は次の如くです。 

 

 解法の２つ目の計算 

 これに三角の法０．４３３をかけると２６歩３分４厘 

３毛７絲２忽となります 

 これがまさに三角の法の活用です。 

 「正三角形の一辺の長さ×正三角形の一辺の長さ」で、次のページのごとくまず正方

形の面積が求められます。これに「三角の法０．４３３」という定数をかけると、元の

正三角形の面積が求められるのです。 
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 これは、同じ一辺の長さの場合、その面積比がほぼ、 

  正方形：正三角形＝１：０．４３３ 

となっているからです。この問題の場合は、 

 ６０．８４×０．４３３＝２６．３４３７２ 

つまり、２６．３４３７２尺２ が、この正三角形の面積 

です。しかし、上の本文では 

 「２６歩３分４厘３毛２忽」となっており、第１問目同様 

「歩」の使い方が間違っています。「間」の単位に直すと、 

 ７．８÷６．５＝１．２（間） 

 １．２×１．２×０．４３３＝０．６２３５２（間２） 

０．６２３５２間２＝０．６２３５２歩  

となりますね。 

 

 解法３つ目の計算 

 これを間歩法４２．２５で割れば、６分２厘３毛５絲２忽となります 

 やはり「間歩法」が出てきます。これは、「尺２」単位の面積を「間２」単位の面積に変

換するための定数といえます。またそういうつもりで使っているのでしょう。 

「２６．３４３７２」の単位が、「歩」ではなく「尺２」なら、この「間歩法」の活用

は分かります。 

 しかし、「６分２厘３毛５絲２忽」とは、単位の無い数ですので、ここでも間違いを

しています。少なくとも「０歩６分２厘３毛５絲２忽」でなければならないからです。 

 計算をしてみますと、 

 ２６．３４３２÷４２．２５＝０．６２３５０７６９２ 

              ＝０歩６分２厘３毛５絲０忽７６９２ 

となって、ここも微妙に数が食い違っています。 

 

 解法４つ目の計算 

 これに高さ１間半をかければ、９分３厘５毛２絲８忽と分かります 

 最後に「底面積×高さ」の計算をして、この三角の枠の容積を出しています。これは

現代の算数と同じ方法ですね。実際に計算をしましょう。 

 ０．６２３５２×１．５＝０．９３５２８ 

            ＝０坪９分３厘５毛２絲８忽 

となりました。 

 途中計算の間違いや、「歩」の使い方の間違いなどがあって、ここでの解法の理解に

時間がかかりましたが、基本的な容積の求め方には問題はなく上のように解けました。 
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４．右図のようなじゃ籠がある 

 このじゃ籠に、栗石がどれ程入りますか 

 これが問です。 

 答は、２坪８分４厘５毛８絲です 

 これが答えです。 

 で、解法がこの後に次のように書かれてい 

ます。１つ目の計算は 

 １丈３尺を互いにかけると、１６９となります 

 この「１丈３尺」というのは、図の左に 

「周壱丈三尺」とありますので、蛇篭の切口の周囲の長さだと 

分かります。これを互いにかけていますが、円周×円周で何を 

求めようとしているのかは不明です。計算をすると、 

 １３×１３＝１６９ 

もう少し、この後の文も見ましょうか。 

 これに周りの円法０．７９０５をかけると、１３歩３分５厘９毛４絲５忽となります 

 １６９×０．７９０５＝１３３．５９４５ 

 普通、「円法０．７９０５」をかけるのは、円の直径の長さを一辺とする正方形の面

積を出して、ここから円の面積を求める時ですね。 

正方形の面積と、正方形の一辺の長さが同じ円の 

面積比は、 

  正方形の面積：円の面積＝１：０．７９０５ 

つまり「正方形の面積×円法＝円の面積」の場合 

です。しかし、この場面では「円周×円周×円法」 

という計算をしています。どうもよく分かりませ 

ん。さらに、続きを見ます。 

 これを間歩の法４２．２５で割れば、３分１厘６毛２絲となります 

 １３．３５９４５÷４２．２５＝０．３１６２ 

うーん、何を計算で出したいのでしょうね。 

最後は、 

 これに、長さ９間をかけると、坪数がわかります 

 この文からすると、この直前では、蛇篭の切口の円の面積が、「間」の単位で出てい

ないといけないです。でも、直前の計算ではそういうものは出されていません。 

とりあえず、計算をします。 

 ０．３１６２×９＝２．８４５８（坪） 

   

 

 

蛇篭を前から見たところ 

正方形の一辺の長さと 

円の直径とが同じ長さ 
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筆者ならこう解く 

 ここで、私ならこの計算の順をたどりながら、次のような計算をとります。 

 まず、ここで分かっていることを書き出しますと、 

① 蛇篭の長さは、９間 

② 蛇篭の切口の円周は、１丈３尺 

ということです。 

 互いにかけるのは、円周ではなく、直径であるべきです。「直径×直径」をして、直

径の長さを一辺とする正方形の面積を求めます。 

 では、直径を求めましょう。「直径＝円周÷円周率」ですね。 

円周が１丈３尺と分かっているので、 

 直径＝１３÷３．１６（ここでは、円周率を３．１６にしました） 

   ＝４．１１３９２４０５ 

   ≒４．１１４（尺） 

直径が求められたので、次はこれを一辺の長さとする正方形の面積です。 

 ４．１１４×４．１１４＝１６．９２４９９６ 

            ≒１６．９２５（尺２） 

これに、円法０．７９０５をかけます。 

 １６．９２５×０．７９０５＝１３．３７９２１２５ 

≒１３．３７９（尺２） 

これで、蛇篭の切口の円の面積が求められました。 

これを「間」の単位にします。「４２．２５」で割ります。 

 １３．３７９÷４２．２５＝０．３１６６６２７２1 

             ≒０．３１６６６（間２＝坪＝歩） 

最後に、この蛇篭の容積を求めます。蛇篭の長さは９間ですので、 

 ０．３１６６６×９＝２．８４９９４ 

          ≒２．８４９９（坪・・・体積坪） 

 

本文の計算と比べて 

 本文の容積：２．８４５８ 

 私の容積 ：２．８４９９ 

微妙な誤差です。計算上で概数を重ねた結果の誤差だと思われます。 

とするなら、本文の計算の仕方でも正解ということになりました。でも、なぜあのよう

な計算方法をとったのかは、何となく分かる気がします。「間２」の単位を「尺２」の単

位に換算するために、「４２．２５」（６．５×６．５）で割ったのかもしれません。 
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５．右図のような堤がある 

 この図を見てもよく分からないので、こ 

れを分かりやすくしましょう。 

 下の図のような、切口が台形の堤です。 

 

 この堤の坪数はどれ程ありますか 

 これが問です。 

 答は、１７１坪です 

 これが答えです。 

 で、解法がこの後に次のように書かれて 

います。１つ目の計算は、 

 先ず２間と７間とを合わせて９間です 

 切口の台形の上底と下底とを足していま 

す。 

  ２＋７＝９（間） 

 この後、 

 これを２で割り、４間半に高さ２間をかけると、９歩となります 

 計算をします。 

 ９÷２＝４．５（間） 

 ４．５×２＝９（間２＝歩） 

これは、切口の面積ですね。 

 最後に、 

 これに長さ１９間をかけると、１７１坪と分かります 

 ９×１９＝１７１（間３＝坪・・・体積坪） 

 

この台形の計算や、容積を求める計算方法は、現代の算数と同じです。 
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方臺坪因解法 

１．右図のように方台があります。 

 下に分かりやすい図を書きましょう。 

また、ここの問題文を原本で提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代文で示すと、 

○上５間四方 ○下６間半四方 ○高さ１丈１尺７寸 

この土坪はどれだけありますか 

 これが問です。 

 答は、５９坪８分５厘です 

 これが答えです。 

 で、解法がこの後に次のように書かれています。１つ目の計算は。 

 先ず６間半に３をかけると、１９間半となる 

 これは難しいですね。底面の一辺の長さを何のために３倍するのでしょうか。よく分

かりません。書かれたとおりに計算をしますと、 
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ハ
九
十
七
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半
と
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実
に
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別
に
又
六
間
半
を
五
間
減
ハ
壱

間
半
と
な
る
こ
れ
を
左
右
に
置
か 

 

く
れ
は
弐
歩
二
分
五
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と
成
実
へ

加
合
九
十
九
歩
七
分
五
厘
と
成
こ 

れ
に
高
壱
丈
壱
尺
七
寸
を
か
く
れ

ハ
千
百
六
十
七
零
七
五
と
成
是
を

六
五
を
以
テ
わ
れ
は
百
七
十
九
坪

五
分
五
厘
と
な
る
こ
れ
を
三
を
も

ツ
て
わ
れ
は
五
十
九
坪
八
分
五
厘

と
知
る
ゝ 
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  ６．５×３＝１９．５ 

 その次は、 

 これに５間をかけると、９７歩半となる 

  １９．５×５＝９７．５ 

 やはり、これもよく分かりません。底面の一辺の長さを３倍して、上面の一辺の長さ

をかけているのですよ（？？？？？）。 何の面積を出したのでしょうか。 

 次の計算です。 

６間半から５間を引くと、１間半となる。これを互いにかけると、２歩２分５厘となる 

 ６間半から５間を引くのは分かります。底面と上面との差を求めています。では、こ

れを互いにかけるのは。ここは理解できないところです。何を求めようとしているのか。 

  １．５×１．５＝２．２５ 

         ＝２歩２分５厘・・・・？ 

 では、その次の計算です。 

これを加えて９９歩７分５厘となる。これに高さ１丈１尺７寸をかければ、１１６７．０７

５となる 

  ９７．５＋２．２５＝９９．７５（歩） 

 これに高さをかけて、 

  ９９．７５×１１．７＝１１６７．０７５ 

 「間２」の単位と「尺」の単位とをかけています（？？？？？）。 

 この計算で出た答えは、何なんでしょう。 

 で、最後の計算です。 

 これを６．５でわれば、１７９坪５分５厘となる。これを３でわれば、５９坪８分５厘と分

かる 

 １１６７．０７５÷６．５＝１７９．５４６１５３８ 

 先に、「間２」の単位と「尺」の単位とをかけあわせたので、「６．５」で割ることで

「尺」の単位を消し去ったのか。すると、現単位は「間２」。これを「３」で割る。この

「３」で割る行為は、ひょっとして、角柱の体積から、角錐の体積を求めたのでしょう

か。 

 １７９．５４６１５３８÷３＝５９．８４８７１７９３ 

              ≒５９．８５ 

 

 最初に方台の土台の一辺の長さを３倍しましたが、この 

最後の場面で「３」で割って元に戻したということなんで 

しょうかねぇ。 
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２．次のような池（プール？）があ 

 ります。その図を右にかいておき 

 ます。また、ここの問題文を原本 

 で提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、現代文に直して読み進めましょう。 

○長さ２７０間 ○幅１３間 ○深さ３間 

上のように問いは無く、それぞれの長さだけが書かれています。次に、 

この坪１万０５３０坪 

 これが答えですね。とすると、問題文は「上の縦・横・高さを長さとする池（プール）

の容積はどれだけですか。」というものでしょう。 

 では、解法です。 

 ２７０間に２３間をかけると、３５１０歩となる。これに深さ３間をか

けます 

 あれ？ 知らぬ間に、このプールの幅は１３間から２３間に広がっています。本文で

も間違っています。２３間で計算をします。 

 ２７０×２３＝６２１０ 

やはり、「２３間」ではないようです。「１３間」に戻して計算をやり直します。 

 ２７０×１３＝３５１０ 

これでよし！ これに深さをかけますと、 

 ３５１０×３＝１０５３０ 

       ＝１万５３０坪 

この問題ならば、小学校の高学年で習いますね。 

 しかし、ミスの多い問題ですね。 

 

 

 

 

 

○
長
二
百
七
十
間 

○
幅

十
三
間 

○
深
三
間 

此
坪
壱
万
零
五
百
三

拾
坪 

先
弐
百
七
十
間
に
廿
三
間

を
か
く
れ
ハ
三
千
五
百
十

歩
と
成
こ
れ
に
深
さ
三
間

を
か
く
る
な
り 

 

２７０間 

三
間 
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３．次のような堀があります。 

 原本を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、現代文です。 

 ○３２間半四方 ○深さ２丈５尺に掘る 

 ここも問いがありません。 

 この掘坪４０．０６２坪半有り 

 これが答なので、上の問は、「この堀の容積は。どれほどになりますか」ですね。 

では、解法です。 

 まず、３２間半を互いにかけると、１０５６歩２分５厘となり、これに

深さ２丈５尺をかけて６尺５寸で割ると、坪が分かります。この式にて

因帰の能をあらわす 

 まず堀の表面積を求めています。 

  ３２．５×３２．５＝１０５６．２５（間２＝坪） 

           ＝１０５６歩２分５厘 

 深さをかけるので、 

  １０５６．２５×２５÷６．５＝４０６２．５ 

 原文の答「４０．０６２」と違いますね。原本に「四十零六十弐坪半」と書かれ

ていますが、「零」の漢字がその前の「十」と重なって書かれており、不用なんですよ。

それとも、江戸時代に「零」の使い方が現代とは違っていたのかもしれません。とにか

く、「四十零六十弐坪半」とは、「４０６２．５坪」のことなんですね。 

 ここで、２５をかけて、６．５で割っているのは、「尺」の単位を「間」の単位に換

算して、表面積の単位（間２）にそろえたからですね。 

  ４０６２．５間２＝４０６２．５坪 

          ＝４０６２坪半 

 本文の「四十零六十弐坪半」は、「四零六十弐坪半」と書くのを間違ったとしか考

えられません。「十」が余分です。 

○
三
十
二
間
半
四
方 

○
ふ

か
さ
二
丈
五
尺
に
掘
ル 

 

此
掘
坪
四
十
零
六
十
弐
坪

半
有 

先
三
十
二
間
半
を
両
に
置
か

く
れ
ハ
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千
五
十
六
歩
二
分
五

厘
と
成
こ
れ
に
深
二
丈
五
尺

を
か
け
て
六
尺
五
寸
に
て
わ

る
時
坪
知
る
ゝ
也
此
式
に
て

因
帰
の
能
を
あ
ら
は
す 

 

二
丈
五
尺 
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４．古い堀があります。原本を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、現代文です。 

 古い堀があります。 長さ：３００間 幅：８間 深さ：２間半  

この古い堀を４０６２坪半で、片方から埋めていけば、どれ程の長さが

埋まりますか 

 問題文の意味は分かりますね。 

 答は、２０３間８寸１分２厘５毛 

 これが答えです。 

 やはり解法がこの後に続きます。 

 まず、幅８間に深さ２間半をかけると２０坪となり、これで４０６２坪

半を割れば、２０３間１分２厘５毛となる。 

 堀の幅に深さをかけるので、この堀の切口の面積は、 

  ８×２．５＝２０（間２＝坪） 

この切口で、堀を４０６２坪半の土で埋めていき 

ます。 

  ４０６２．５÷２０＝２０３．１２５（間） 

           ＝２０３間１分２厘５毛 

 最後の解法です。 

 この１分２厘５毛だけに６尺５寸をかけると、２０３間８寸１分２厘５

毛となります。 

 答の坪より下の数を６．５倍します。６尺５寸をかけるのではありません。これは、

「間」の単位を「尺」の単位に換算するためです。 

  ０．１２５×６．５＝０．８１２５ 

           ＝８寸１分２厘５毛 

古
堀
長
三
百
間
○
幅
八
間
○
深
二
間
半 

 

此
古
堀
を
右
の
四
千
六
十
二
坪
半
を

以
テ
壱
方
よ
り
埋
れ
ハ
長
何
ほ
ど
う
ま

る
ぞ 

 

答
日
二
百
三
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八
寸
壱
分
弐
厘
五
毛 

先
幅
八
間
に
深
二
間
半
を
か
く
れ
バ

二

十
坪
と
成
を
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テ
四
千
六
十
二
坪
半
を

わ
れ
バ

弐
百
零
三
間
壱
分
弐
厘
五
毛
と

な
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こ
の
壱
分
弐
厘
五
毛
は
か
里
に
六

尺
五
寸
を
か
く
れ
ば
弐
百
三
間
八
寸
壱

分
弐
厘
五
毛
と
知
る
ゝ 

 

３００間 

二
間
半 

８間 

二
間
半 
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 元の２０３間を合わせて、 

  ２０３間＋８寸１分２厘５毛＝２０３間８寸１分２厘５毛 

まで、堀は埋まることが分かります。 

 

 なお、この堀を埋めた４０６２．５坪の土は、前問（３）の堀を掘るのに使った土（４

０６２．５坪）を使ったのかもしれません。 
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５．再び、古い堀があります。 

 原本を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、現代文に直して読み進めますよ。 

 ４０６２坪半の土で、長さ２５０間、幅１６間の古堀を埋めると、深さ

はどれ程まで埋まりますか 

 これが問です。そして、 

 答は １間１寸１厘５毛６糸２忽 

 これが答えです。解法は、 

 まず、２５０間に１６間をかけると、４０００坪となります。これで 

４０６２坪半を割り、間より下の数に６尺５寸をかけると分かります 

 まずこの堀の表面積を出しています。 

  ２５０×１６＝４０００（坪） 

 埋めるための土は４０６２．５坪なので、これを、古い堀の面積４０００坪で割ると、 

  ４０６２．５÷４０００＝１．０１５６２５（間） 

 単位は「間」なので、「間」より下の数（０．０１５６２５）を、「尺」の単位に変換

するために、「６．５」をかけます。 

  ０．０１５６２５×６．５＝０．１０１５６２５（尺） 

              ≒０．１０１５６２・・・当時四捨五入はなかったのか 

 元の１間を加えて、 

  １＋０．１０１５６２＝１．１０１５６２ ではありませんね。 

  １間＋１寸１厘５毛６糸２忽＝１間１寸１厘５毛６糸２忽 

 となりました。 

 

又
四
千
六
十
弐
坪
半
を
以
て
二
百
五
十
間

に
十
六
間
の
古
堀
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時
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何
程
う

ま
る
そ 
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日
壱
間
一
寸
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壱
厘
五
毛
六
糸
二
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先
弐
百
五
十
間
に
十
六
間
を
か
く
れ
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四

千
坪
と
成
こ
れ
を
以
て
四
千
六
十
二
坪
半

を
わ
り
て
間
よ
り
下
へ
ハ
六
尺
五
寸
を
か

く
る
時
知
る
ゝ 

 

２５０間 

４０６２．５坪の土 

？ 
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坪数因分 

１．屋敷があります。 

 まず原本からです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 うーん、なかなか難しそうですね。 

現代文を出しましょう。 

 一辺が１２０間の正方形の屋敷地が 

あります。この屋敷の周りに幅５間、 

深さ２丈４尺２寸の堀をほり、この 

土を屋敷内に敷き詰めると、どれほ 

ど高くなりますか 

 これが問題文です。 

 答えは、四尺六寸です 

 これが答ですね。 

 では、解法を見ていきましょう。 

 まず、１２０間から堀の幅５間を引くと、１１５間となります。これが

四方にあるので、４をかけると４６０間となります。これに堀幅５間を

かけると、２３００になります 

 屋敷地の一辺の長さが１２０間で、ここから 

堀幅５間を引き、これが４か所にあるので４を 

かける。 

  １２０×４＝４６０（間） 

これに堀幅をかけると、右図のオレンジ色の長 

方形４つ分の面積、つまり堀の面積が求められ 

ますね。 

  ４６０×５＝２３００（間２＝坪） 

こ
の
屋
敷
百
二
十
間
四
方
有
此

内
に
幅
五
間
ふ
か
さ
二
丈
四
尺

二
寸
の
堀
を
満
ハ
り
に
ほ
り
此

土
を
以
て
中
の
屋
敷
を
つ
き
あ

ぐ
る
時
は
何
程
た
か
く
な
る

ぞ
、 
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と
成
こ
れ
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れ
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こ
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五
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わ
れ
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尺
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寸
と
成
な
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１２０間 

百
二
十
間 

５間 

屋敷地 

１１５間 

同 同 

同 

五
間 
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 次の解法です。 

 これに深さ２丈４尺２寸をかけると、５万５６６０となります 

先の堀の面積に堀の深さをかけて、堀の容積を求めます。 

  ２３００×２４．２＝５５６６０ 

 これが、堀を掘って出た土の量となりますね。ただし、単位が「間２」と「尺」とが

混じったものになっていますが。 

 次の解法 

 また、１２０間の内、堀の幅５間ずつ両方から引くと、１１０間となり

ます。これを互いにかけると、１万２１００となります 

 屋敷地の一辺の長さから堀幅をひくと、前ページの濃い青の屋敷地、つまり、堀内の

正方形の一辺の長さとなります。 

  １２０－５－５＝１１０（間） 

これを互いにかけるので、濃い青の屋敷地そのものの面積が出ます。 

  １１０×１１０＝１２１００（間２＝坪） 

 で、最後の解法です。 

 これで５５６６０を割れば４尺６寸となりました 

 ５５６６０÷１２１００＝４．６ 

 で、「４尺６寸」屋敷地の高さが高くなりました。 

 

 このペ－ジの最初から、単位が「間２」と「尺」とが入り混じったまま計算をしてい

ますので、ちょっと気になります。単位をまず合わせて計算をしてみましょう。 

 堀の容積を求めるところから 

 堀の深さが２丈４尺２寸なので、これを「６．５」で割ります。 

  ２４．２÷６．５＝３．７２３０７６９２３ 

          ≒３．７２３（間） 

 堀の面積にかけます。 

  ２３００×３．７２３＝８５６２．９（間３＝坪） 

 これが、堀の容積つまり、屋敷地に積む土の量となります。 

 この土の量を、屋敷地の面積で割ると、土地の高さが求められるはずですね。 

  ８５６２．９÷１２１００＝０．７０７６７７６８５（間） 

              ≒０．７０７７ 

 これを「尺」に換算をします。 

  ０．７０７７×６．５＝４．６０００５ 

            ≒４．６（尺） 

上の計算の答えとぴったりです。ご明算！！ 初めの江戸時代の計算方法で合ってい

ました。う～んと、ちょっとうなってしまいますが。ま、よかったよかった。 
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２．屋敷周りに堤を築きます 

 まず、原本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代文で提示します。 

 右の屋敷周りに、堀の土で堤を築いたとき、長さが８００間、高さが２

間半、下６間半とすると、上の幅はどれだけになりますか 

 これが問題文です。築いた堤の上の幅を問うています。 

 答えは、１丈３尺４寸１分です 

 これが答えです。 

 では解法です。 

 まず、周囲の４６０間に堀幅の５間をかけると、２３００となります。

これに深さ２丈４尺２寸をかけると、５５６６０となります 

 前の問題の続きですので、同じ屋敷地に堤を築きます。と、この解法のところでは、

堀の容積、つまり堀った土の量が出ています。 

  ４６０×５＝２３００ 

  ２３００×２４．２＝５５６６０ 

 その次です 

 別に長さ８００間に、高さ２間半をかけると、２０００となります 

 堤の長さに高さをかけているので、堤を横から見たところの総面積ですね。 

  ８００×２．５＝２０００（間２） 

 さらにその次、 

 これで右の５５６６０を割ると、２丈７尺８寸３分となり、これを２倍

にして、内６間半の長さを引くと、残りが上の幅となります 

 土の量を堤の面積で割ると、 

  ５５６６０÷２０００＝２７．８３ 

 これは、堤の平均の幅になります。 
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 これを２倍して、６間半を引くのです。 

 「６間半」を「尺」に直すと、 

  ６．５×６．５＝４２．２５（尺） 

  ２７．８３×２－４２．２５＝１３．４１ 

               ＝１丈３尺４寸１分 

 と、出ましたねぇ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

栽因式 

１．右図のように材木がある。まず原本を 

提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代文に直します。 

 長さが３間で、太さが５寸四方の木材があります。 

 この木材「尺」単位の体積はどれだけになりますか。 

 これが問です。 

 答は、４切８分七厘五毛です。 

 これが答えです。 

 では、解法をみていきましょう。 

 まず、５寸を互いにかけると、２分５厘となります。 

 切口の一辺どうしをかけるのですから、切口の面積が出ます。 

  ０．５×０．５＝０．２５（尺２） 

 次です。 

 この面積に、木材の長さの３間をかけると、裁切がわかります。 

 木材の長さは３間ですから、これを「尺」単位に直します。 

  ３×６．５＝１９．５（尺） 

       ＝１丈９尺５寸 

  ０．２５×１９．５＝４．８７５ 

           ＝４切８分７厘５毛 

 となりました。 
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２．右図のような角材がある。まず原本を提示します。 

       これを現代文にします。  

        この角材の体積はいかほどですか。 

       これが問です。ただ、本文には記載がないの 

       ですが、図を見ると角材の切口は一辺が７寸 

       の正方形で、長さは２間です。 

        答は、６裁３分７厘です。 

       これが答えです。 

        ただ、ここの問題文はこれで終わりなんで 

す。解法がありません。わざわざ解法を記す必要がないとい 

わんばかりです。 

 仕方ないので、こちらで解法を記載します。 

 図から、角材の切口は一辺が「７寸」の正方形です。長さ 

は２間というのが分かります。前問と同様に説いていきまし 

ょう。 

 まず、切口の面積ですね。 

  ０．７×０．７＝０．４９（尺２） 

 長さ２間を尺に換算します。 

  ２×６．５＝１３（尺） 

 体積を求めます。 

  ０．４９×１３＝６．３７（尺３） 

         ＝６裁３分７厘 

と出ましたが、前問では単位は「切」ですが、こちらでは「裁」になっています。どう

違うのでしょうか。現段階では不明です。単なる書き間違いなのか、どちらも使ってい

るのかは分かりません。後日への先送り課題としておきます。 
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３．右図のような木材がある。まず原本を 

 提示します。 

             これを現代文にします。 

              この材木の体積は、３裁１分 

２厘あります。 

             いきなり答えが出てきました。こ 

             の答から類推すると、この問題は 

              たて８寸、横４寸、長さが１間 

半の角材の体積はどれだけあり 

              ますか。 

             でしょう。 

              では、解法をみていきましょう。 

              ８寸に４寸をかけると、３分２ 

厘となります 

 まず、切口の面積を求めます。 

   ０．８×０．４＝０．３２（尺２） 

 続きです。 

 また、１間半に６．５をかけると、９尺７寸５分となります 

 単位を「尺」に換算ですね。 

   １．５×６．５＝９．７５（尺） 

 さらに続きです。 

 これに３分２厘をかけると、裁が分かります 

 文面通りいくと、 

  ９．７５×０．３２＝３．１２（尺３） 

 私たちが、普段している計算では「面積×長さ」なんですが、このあたり江戸時代で

は、とにかく必要な計算をすれば、どちらをどちらにかけてもいいいと、いうことなん

ですね。 

 ま、無事に出ました。切口が正方形でも長方形でも、どちらでも同様の計算方法で体

積は求められるということです。 
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４．右図のような木材がある。まず原本を 

 提示します。 

               現代文から始めます。 

                この木材は、１２切８分７厘 

                です 

               ここも、答えですね。問題を推 

               測しますと、 

                たて８寸、横５寸、長さ１丈 

                ８尺の木材があります。体積 

                はいくらでしょうか 

               でしょうね。 

               では、解法です。 

                切口の８寸と５寸を合わせる 

と１尺３寸となり、これを二 

つに割れば、６寸５分となり 

ます 

 まず、下の切口の８寸と上の切口の５寸とを合わせます。 

  ０．８＋０．５＝１．３（尺） 

 これを２つに割ります。 

  １．３÷２＝６．５（尺） 

 これは、切口の一辺の長さの平均をとって、木材の形を四角垂台 

型から直方体にかえようとしたのでしょう。 

 次の解法です。 

 これに幅１尺１寸をかけると、７分１厘５毛となります 

  ６．５×１．１＝７．１５（尺２） 

 最後、 

 これに長さ１丈８尺をかけると、１２裁８分７厘と分かります 

  ７．１５×１８＝１２８．７（尺３） 

         ＝１２裁８分７厘 

と出ましたよ。 

 

 

 

 

 

 

此
木
十
弐
切
八
分
七
厘
有 

法
ニ
日
厚
の
八
寸
と
五
寸
を
合
壱
尺
三
寸
と
成

を
二
に
わ
れ
バ
六
寸
五
分
と
成
是
に
幅
壱
尺
一

寸
を
か
く
れ
バ
七
分
壱
厘
五
毛
と
成
是
に
長
一

丈
八
尺
を
か
く
れ
バ

十
二
裁
八
分
七
厘
と
知

る
ゝ 

 

 

１尺１寸 



25 

 

５．右図のような木材がある。まず原本を 

 提示します。 

               現代文から始めます。 

                この木材の体積は、８裁３分 

                ２厘３毛９絲６句５倣です 

               答ですねぇ。 

               これも問題の分がありませんので 

               作ります。 

                切口の直径が９寸で、長さが 

                ２間の円柱形の木材がありま 

                す。この木材の体積はどれだ 

                けですか 

               では、解法です。 

                直径９寸を互いにかけると、 

０尺８分１厘となります 

 直径どうしをかけていますので、直径の長さを一辺とする正方形 

の面積を求めています。 

  ０．９×０．９＝０．８１（尺２） 

 次の解法です。 

 これに円法０．７９０５をかけると、６分４厘０毛３絲０忽５倣となります 

 正方形の面積に、「円法０．７９０５」をかけていますので、これで、直径９寸の 

円の面積が出ました。 

  ０．８１×０．７９０５＝０．６４０３０５ 

 最後は、 

 長さ２間に６尺５寸をかけると１丈３尺となり、先の面積にこれをかけると８裁３分

２厘３毛９絲６忽５倣となりました 

 まずは長さ２間を「尺」の単位に換算して、切口の面積に長さをかけて、この木材の

体積を求めます。 

  ２×６．５＝１３（尺） 

  ０．６４０３０５×１３＝８．３２３９６５（尺３） 

             ＝８裁３分２厘３毛９絲６忽５倣 

となりました。 

木材の切口が四角でも円でも、同様の計算方法で体積が求められることが分かります。 
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６．右図のような木材がある。まず原本を 

 提示します。 

               まず現代文です。 

                この角材の体積を求めなさい 

               これが問です。 

                答は、５裁２分です 

               これが答えです。 

                解法は、 

                木口のたてと横の長さをかけ 

                て、角材の長さをかけます 

               これは、何の問題もありません 

               ね。 

                 ２間＝６．５尺×２ 

                   ＝１３尺 

                 ０．５×０．８×１３ 

                   ＝５．２ 

                   ＝５裁２分 

と出ましたね。 
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７．右図のような木材がある。まず原本を 

 提示します。 

                 では、まず現代文になおしま 

                 す。 

                   直径が５寸の丸木で、 

長さが１丈３尺のがあ 

ります。この丸木の裁 

数を同じままで、一辺 

の長さが５寸の角材に 

直した時、その角材の 

長さはいくらになりま 

                   すか 

                  これが問です。 

                  答は、長さは１丈２寸７分 

                  ６厘５毛です 

                  これが答えです。 

 では解法です。 

 １丈３尺に７分９０５をかけます 

 この「７分９０５」とは、「円法０．７９０５」のことでしょう。 

  １３×０．７９０５＝１０．２７６５ 

           ＝１丈２寸７分６厘５毛 

と出ましたね。 

 この場合、わざわざ、丸木の体積を計算しなくても、「丸木の長さ 

に、円法０．７９０５をかける」だけで、角材の長さが求められる 

んですね。ただし、丸木の直径と、角材の木口の一辺の長さが等し 

い場合のみ、この計算が使えるんですね。だから、この後の文でも 

このように書かれています。 

 角材を丸木に直す時は、円法で長さを割るのです と 

 

お見事ですね。 
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８．右図のような升がある。まず原本を 

 提示します。 

 

 

 

 

 

                  現代文を提示します。 

                   この右の升目、どれ程ありますか。但し１尺 

の裁を５斗めにして 

                   これが問です。 

                   答は、１石５斗１升２合５勺です 

                   これが答えです。 

                   では、解法です。 

                   まず、広狭合わせて１尺１寸となるのを２つ

に割れば、５寸５分となります 

                   ようするに、升の上３寸と下８寸とを合わせ

た長さを２つに割っています。 

  （３＋８）÷２＝５．５（寸） 

これは台形の面積を求める公式の途中、つまり、「（上底＋下底）×２」にあたりますか

ら、、この升の切口の形は台形であることがわかります。 

 次の解法です。 

 これに幅１尺１寸をかけると、６歩５厘となります。これに長さ５尺をかけると、３

切２厘５毛となります 

  ５．５寸を尺二換算して、 

０．５５×１．１＝０．６０５（尺２） 

０．６０５×５＝３．０２５（尺３） 

 切口の高さをかけて、升の長さをかけているだけですので、升全体の体積（容積）が

求められました。 

 最後の解法です。 

 これに１尺四方の裁の升目５斗をかけると、１石５斗１升２合５勺と分かります 

  ３．０２５×５＝１５．１２５（斗） 

         ＝１石５斗１升２合５勺 

と出ましたね。 
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９．右図のような木材がある。まず原本を 

 提示します。 

 

 

 

 

 

               まず現代文を提示します。 

               この石の舛目はどれ程ありますか。右同積にして 

               これが問です。 

               答えは、４石４斗５升５合目です 

               これが答えです。 

               では解法です。 

               １尺５寸に９寸をかけると、１歩３分５厘となります 

                １．５×０．９＝１．３５（尺２） 

              と、石の切口の面積を求めました。 

               次の解法です。 

 これに長さ６尺６寸をかけると、８裁９分１厘となります 

  １．３５×６．６＝８．９１（尺３） 

  切口の面積に長さをかけるのですから、この石の体積が求められました。 

 次の解法です。 

 これに１尺の裁の升目５斗をかけると、４石４斗５升５合と分かります 

  ８．９１×５＝４４．５５（斗） 

        ＝４石４斗５升５合 

 体積に「１尺の裁の升目５斗」をかけるのですから、この石の嵩が求められました。 

 最後に、 

 右の升目を積もる事は、口伝があります。右は大かたです 

  上のように升目を求めるには口伝があるということです。 
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１．右図のように、切籠型の石があります。 

 まず原本を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず現代文に直します。 

       

 

 

これが問です。 

            

 

 これが答えです。 

 では、続きの解法を提示しましょう。 

 

 

 

 ここで「１尺２寸」とは、全ての辺の長さをさしています。そして、これどうしをか 

けるのですから、一辺が１尺２寸の正方形の面積を求めていますね。それが、 

  １．２×１．２＝１．４４（尺２） 

です。これは、上下２つの正方形の面積です。 

 次の解法です。 

 これに、また１尺２寸をかけると１７分２厘８毛となります 

 この正方形の面積に一辺の長さをかけますので、一辺が「１尺２寸」の立方

体の体積が求められます。 

 １．４４．×１．２＝１．７２８（尺３） 

 で、次です。 

 これに切籠坪法２坪３分５厘７毛をかけると、４坪７厘２８９６となります 

 さあ、「切籠坪法２坪３分５厘７毛」というものが出てきました。これは何でしょうか。
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く
れ
バ

四
坪
零
七
厘
二
八

九
六
と
成
是
に
五
斗
を
か
く
れ

バ
知
る 

 

この切籠形の石の体積はどれ程あり

ますか 

答 ２石３升６合４勺４抄８撮です 

先ず、方１尺２寸を互いにかけると、

１４分４厘となります 

同 

同 
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どうも、切籠の一辺を長さを一辺とする立方体の体積から、切籠の体積を求めるための

定数だと考えられます。それで、 

  １．７２８×２．３５７＝４．０７２８９６（坪） 

 そして、最後は、 

 これに５斗をかけると分かります 

  ４．０７２８９６×５０＝２０３．６４４８（升） 

             ＝２石３升６合 4勺４抄８撮 

と出ましたね。 

 こんな定数まであるんですね。江戸時代の計算は、細かいところまで定数で終えるの

ですよ。細かく筋道を考えることをしなくても解けるところが素晴らしい。が、なぜそ

ういう定数が生まれたのかまでは分からないのでちょっと不満でもあります。田原嘉明

なら、きっとその定数が出てきた起りについても書いてくれるのですが。 
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２．右の図のように、古升があります。 

 まずは原本から。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、現代文 

 この六角の器に、古升で液体がどれ程入りますか 

 これが問です。 

 答は、２升９合５勺３抄４撮７圭４粟６０８ 

 これが答えです。 

 では解法に。 

 まず方３寸５分を互いにかけると、寸歩１２２分５厘と成る 

 正六角形の器の口の一辺の長さを一辺とする正方形の面積を求めていますね。 

０．３５×０．３５＝０．１２２５（尺２） 

           ＝１２寸２2分 5厘 

 解法の続きです。 

これに六角の法２歩５分９厘８毛３６をかけると、３１歩８２６２３５となり

ます 

 「六角の法」というのは、正六角形の一辺の長さを一辺とする正方形の面積に、この

「六角の法」をかけると正六角形の面積が求められるという定数のことです。だからこ

こでは、この六角の法を使って六角の器の切口の面積を出すのです。 

１２．２５×２．５９８３６＝３１．８２９９１ 

               ＝３１寸２8分 2厘 6毛 2絲 3忽５倣 

と求められました。しかし、本文とは単位がちがうようですね。榎並和澄は、ここでも

「寸２」のところに「歩」を使っています。「歩」はあくまで「４２．２５尺２」なんで

すから。ま、続けましょう。 

 

此
六
角
の
器
に
古
升
に
て
何
程
入
と
問 

 

答
日
二
升
九
合
五
勺
三
抄
四
撮
七
圭
四

粟
六
零
八 

先
方
三
寸
五
分
を
左
右
に
置
か
く
れ
バ
寸
歩

十
二
弐
分
五
厘
と
成
こ
れ
に
六
角
の
法
二

歩
五
分
九
厘
八
毛
参
六
を
か
く
れ
ば
三
十

一
歩
八
ニ
六
二
三
五
と
成
こ
れ
に
深
さ
五

寸
八
分
を
か
く
れ
ば
寸
坪
百
八
十
四
五
分

九
厘
二
毛
壱
絲
六
忽
三
倣
と
成
こ
れ
を
六

十
弐
坪
半
を
以
テ
わ
れ
バ
入
め
知
る
ゝ
又
壱

六
を
か
け
て
た 

同
事 
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 これに深さ５寸８分をかけると、寸坪１８４５分９厘２毛１絲６忽３倣となり

ます 

 口の面積に深さをかけていますから、ここで、この正六角柱の器の体積を求めたので

す。 

  ３１．８２６２３５×５．８＝１８４．５９２１６３（寸３） 

となり、体積が求められました。 

  １８４寸３5分 9厘 2毛１絲６忽３倣 

ですね。 

 最後です。 

 これを６２坪半で割れば、入目が分かります。また１６をかけても同じです 

 この「６２．５」というのは、古升の升坪です。「升坪」とは升の容積と考えてもら

っていいでしょう。 

例えば、一辺が１尺の立方体があり、これを「升坪６２．５」で割ると、 

  １０×１０×１０＝１０００（１寸の坪数・・・体積・容積） 

  １０００÷６２．５＝１６ 

 この「１６」というのが、古升が１６個分入るという意味です。つまり１６升になり

ますので、一辺が１尺の立方体には、１斗６升の液体が入ることになります。こういう

ときに使います。 

 では、この場合はどうか。 

 問題文では「六角形の器に、古升で液体がどれ程入るか」を問うていますので、 

  １８４．５９２１６３÷６２．５＝２．９５３４７４６０８ 

                 ＝２升９合５勺３抄４撮７圭４粟６０８ 

と求められました。 

 

 なお、「今升」を使う場合は、「今升の法６４．８２７」があります。 

この「６４．６２７」とは、１寸の坪数を示しており、古升の法同様に使います。 

 ちなみに、 

 古升・・・口の一辺の長さは、５寸 

      升の高さは、２寸５分 

 今升・・・口の一辺の長さは、４寸９分 

      升の高さは、２寸７分 

となっています。 
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３．右の図のように、古い五角形の升があり 

 ます。 

  原文を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  では、現代文です。 

                   この五角の器に古升でどれ程入りますか 

                  これが問です。 

                   答は、 １升１合１勺８才９撮６圭４ 

 これが答えです。では解法です。 

 先ず、一辺３寸５分を互いにかけると、１２と２分５厘 

となります。 

 これも前問同様に、正五角形の一辺の長さを一辺とする 

正方形の面積を求めていますね。 

  ３．５×３．５＝１２．２５（寸２） 

 続きの解法です。 

 これに深さ３寸３分をかけると、４０と４分２厘５毛となります。 

 これも同じく、深さをかけて正四角柱の体積を求めています。 

  １２．２５×３．３＝４０．４２５（寸３） 

 さらに続けて、 

 これに五角の歩法１歩７分３厘をかけると、６９坪９分３厘５毛２絲５忽となります。 

 正六角形の場合は、「六角の法」をかけました。ここはっ正五角柱なので、「五角の歩

法１歩７分３厘」をかけます。 

  ４０．４２５×１．７３＝６９．９３５２５（寸３） 

             ＝６９坪９分３厘５毛２絲５忽（坪は、寸坪です） 

これが、元の正五角形の器の体積です。後は、この器に入る液体の量を求めるだけです。 

 これに１６をかけると、入目が分かります。九物七種の算用は、皆これになぞらえ。 

 ６９．９３５２５×１６＝１１１８．９６４ 

            ＝１升１合１勺８才９撮６圭４ 

 

此
五
角
乃
器
に
古
升
に
て
何
程
入
ぞ 

 

答
日
一
升
一
合
一
勺
八
才
九
撮
六
圭
四 

先
方
三
寸
五
分
を
左
右
に
置
か
く
れ
バ
十

二
弐
分
五
厘
と
成
是
に
深
三
寸
三
分
を 

く
れ
バ
四
十
零
四
分
弐
厘
五
毛
と
成
こ
れ

に
五
角
の
歩
法
壱
歩
七
分
三
厘
を
か
く
れ 

ば
六
十
九
坪
九
分
三
厘
五
毛
二
絲
五
忽
と

成
こ
れ
に
壱
六
を
か
く
れ
バ
入
目
知
る
ゝ 

九
物
七
種
乃
算
用
ミ
な
こ
れ
に
な
そ
ら
へ 

  

３寸５分 

三
寸
三
分 
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４．右の図のように五角形の升があります。 

例によって、原文を提示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   現代文に直します。 

一辺が４寸の正五角形の入れ物があります。入

る量が決まっている時、深さはどれ程ですか 

 これが問です。  

 答は、２寸５分２厘６毛５６２５です 

 これが答えです。 

 では、解法は、 

 まず、３寸５分を互いにかけて、深さ３寸３分をかける 

と、４０．４分２厘５毛となります 

  ３．５×３．５＝１２．２５（寸２） 

  １２．２５×３．３＝４０，４２５（寸３） 

 これは、前問同様の正四角柱の体積を求めています。 

 続いて、 

 ４寸を互いにかけると１６と成り、これで右の数を割れ 

ば、深さが分かります 

 元の正五角形の一辺の長さを一辺とする正方形の面積を 

求め、それで、先の体積を割る。 

  ４０．４２５÷（４×４）＝２．５２６５６２５（寸） 

              ＝２寸５分２厘６毛５６２５ 

 最後に、 

 このような時は、いずれも定法は不用です 

 このように解けば、定数はいらないといっていますね。前問では、「五角の歩法１歩

７分３厘」をかけましたが、今回はこれを使わずに計算をしました。 

 こんな計算方法があるんですね。 

 

右
の
五
角
入
目
有
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
方
四

寸
に
し
て
ハ
深
さ
何
程
と
成 

 

答
日
二
寸
五
分
二
厘
六
毛
五
六
二
五 

先
三
寸
五
分
を
左
右
に
置
か
け
て
ふ
か
さ

三
寸
三
分
を
か
く
れ
バ
四
十
零
四
分
弐
厘

五
毛
と
な
る
右
に
置
又
別
に
今
好
四
寸
を

両
に
置
か
く
れ
バ
十
六
と
成
を
以
テ
右
を

わ
れ
バ
尋
ぬ
る
ふ
か
さ
知
る
ゝ
か
や
う
の

時
は
い
づ
れ
も
定
法
は
不
用
也
余
は
唯
之 

 

 

 

４寸 

？ 
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開平数位 

まず、こういうことがまとめられています。原本で提示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これを読下し文に直します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだ難しですね、現代文になおしましょう。 

歩
と
云
ハ
凡
壱
寸
四
方
壱
尺
四
寸
一
間
四
方 

等
也
或
は
寸
歩
を
以
テ
四
方
成
形
を
作
に 

一
有
時
は
一
寸
四
方 

 
 

四
ヨ
リ
内
ハ
壱
寸
余 

四
に
満 ミ

た

は
二
寸
四
方 

 
 

九
ヨ
リ
内
ハ
二
寸
余 

九
に
満
は
三
寸
四
方 

 
 

十
六
ヨ
リ
内
ハ
三
寸
余 

十
六
に
満
ハ
四
寸
四
方 

 

廿
五
ヨ
リ
内
ハ
四
寸
余 

廿
五
に
満
ハ
五
寸
四
方 

 

丗
六
ヨ
リ
内
ハ
五
寸
余 

丗
六
に
満
ハ
六
寸
四
方 

 

四
十
九
ノ
内
ハ
六
寸
余 

四
十
九
に
満
ハ
七
寸
四
方 

六
十
四
ノ
内
ハ
七
寸
余 

六
十
四
に
満
ハ
八
寸
四
方 
八
十
一
ノ
内
ハ
八
寸
余 

八
十
一
に
満
ハ
九
寸
四
方 
百
ヨ
リ
内
ハ
九
寸
余 

百
に
満
バ
九
寸
四
方 
 
 

余
皆
同
前 

一
百
万
兆
垓
穣
澗
載
ハ
一
の
位
也 

 

故
に
四
百
有
時
は
弐
尺
四
方
又
万
有
時 

 

は
壱
丈
四
方
四
方
有
ハ
弐
丈
四
方
と 

 

作
す
な
り 

十
千
億
京
杼
溝
正
極
ハ
十
の
位
也 

 

故
に
千
六
百
有
時
ハ
四
尺
四
方
弐
千
五
百 

 

有
ハ
五
尺
四
方
と
作
す
也
又
弐
億
五
万 

 

有
ハ
五
丈
四
方
と
作
す
余
は
准
之 

 

歩
と
云
う
は
、
お
よ
そ
一
寸
四
方
、
一
尺
四
寸
、
一
間
四

方
等
也
。
或
は
寸
歩
を
以
て
四
方
成
形
を
作
る
に 

一
有
る
時
は
一
寸
四
方 

 
 

四
よ
り
内
は
一
寸
余 

四
に
満 ミ

た

る
は
二
寸
四
方 

 
 

九
よ
り
内
は
二
寸
余 

九
に
満
る
は
三
寸
四
方 

 
 

十
六
よ
り
内
は
三
寸
余 

十
六
に
満
る
は
四
寸
四
方 

 

二
十
五
よ
り
内
は
四
寸
余 

二
十
五
に
満
る
は
五
寸
四
方 

 

三
十
六
よ
り
内
は
五
寸
余 

三
十
六
に
満
る
は
六
寸
四
方 

 

四
十
九
の
内
は
六
寸
余 

四
十
九
に
満
る
は
七
寸
四
方 

六
十
四
の
内
は
七
寸
余 

六
十
四
に
満
る
は
八
寸
四
方 

八
十
一
の
内
は
八
寸
余 

八
十
一
に
満
る
は
九
寸
四
方 

百
よ
り
内
は
九
寸
余 

百
に
満
た
れ
ば
九
寸
四
方 

 
 

余
皆
同
前
。 

一
百
万
兆
垓
穣
澗
載
は
一
の
位
也 

 

故
に
四
百
有
る
時
は
二
尺
四
方
、
ま
た
万
有
る
時 

 

は
一
丈
四
方
、
四
方
有
は
二
丈
四
方
と 

 

作
す
な
り
。 

十
千
億
京
杼
溝
正
極
は
十
の
位
也
。 

 

故
に
千
六
百
有
時
は
四
尺
四
方
二
千
五
百 

 
有
は
五
尺
四
方
と
作
す
也
又
二
億
五
万 

 

有
は
五
丈
四
方
と
作
す
。
余
は
准
之
。 
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 これまで、この書で何度も「歩」という単位が書かれており面食らいましたが、ここ

にきて、やっと納得がいったという次第です。 

 「歩＝間２＝４２．２５尺２」という単位の換算が当たり前になっていました。しか

しこの文を読む限り、「歩」とは１つの単位ということではなく、大きさにこだわらず

正方形を形作る一辺の長さの単位に合わせて使えることが、１つの発見でもありました。

この発想は、面積を表す「ま数」と同じですね。この「ま数」は、一辺が１寸でも１尺

でも使える単位です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩
と
い
う
の
は
、
お
よ
そ
一
寸
四
方
、
一
尺
四
方
、
一
間
四
方 

等
で
す
。
あ
る
い
は
寸
歩
で
四
方
を
作
る
時
に
、 

一
有
る
時
は
一
寸
四
方 

 
 

 
 

四
よ
り
内
は
一
寸
余 

四
に
満 ミ

た

つ
る
は
二
寸
四
方 

 
 

 

九
よ
り
内
は
二
寸
余 

九
に
満
つ
る
は
三
寸
四
方 

 
 

 

十
六
よ
り
内
は
三
寸
余 

十
六
に
満
つ
る
は
四
寸
四
方 

 
 

二
十
五
よ
り
内
は
四
寸
余 

二
十
五
に
満
つ
る
は
五
寸
四
方 

 

三
十
六
よ
り
内
は
五
寸
余 

三
十
六
に
満
つ
る
は
六
寸
四
方 

 
四
十
九
の
内
は
六
寸
余 

四
十
九
に
満
つ
る
は
七
寸
四
方 

 
六
十
四
の
内
は
七
寸
余 

六
十
四
に
満
つ
る
は
八
寸
四
方 

 

八
十
一
の
内
は
八
寸
余 

八
十
一
に
満
つ
る
は
九
寸
四
方 

 

百
よ
り
内
は
九
寸
余 

百
に
満
た
な
け
れ
ば
九
寸
四
方 

 
 

後
は
、
皆
同
じ
で
す
。 

一
百
万
兆
垓
穣
澗
載
は
一
の
位
で
す
。 

 

だ
か
ら
四
百
あ
れ
ば
二
尺
四
方
、
ま
た
万
あ
れ
ば
一
丈
四
方
、
四
方

あ
れ
ば
二
丈
四
方
と
な
り
ま
す
。 

十
千
億
京
杼
溝
正
極
は
十
の
位
で
す
。 

 

だ
か
ら
千
六
百
あ
れ
ば
四
尺
四
方
、
二
千
五
百
あ
れ
ば
五
尺
四
方
と

な
り
ま
す
。
ま
た
二
億
五
万
あ
れ
ば
五
丈
四
方
と
な
り
ま
す
。
後
は

こ
れ
に
準
じ
ま
す
。 
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１．開平法 

 前段の「開平数位」を踏まえた上で、次の問題文を読んでみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代文になおしましょう。 

 面積が１１２２歩２分５厘の土地があります。 

この土地が正方形ならば、一辺はどれ程にな 

 りますか 

 これが問です。 

 答は、３丈３尺５寸です 

 これが答えです。 

 では解法を見ていきましょう。 

まず面積１１２２歩２分５厘です。位をみると 

９００余りで１６００に満たないので、３丈余 

りです。 

 早速、ここの理解が難しいです。まず上の「９００」とは何か。一辺が３丈の正方形

です。この一辺の長さを「尺」に直しますと、 

  ３丈＝３０尺 

ですので、 

  ３０×３０＝９００（尺２） 

つまり、この正方形の面積です。前の「開平数位」のところで、 

歩というのは、およそ１寸四方、１尺四方、１間四方等です 

とありましたので、この問題では、「１尺四方」をもとに「歩」を考えていくのでしょ

う。だから、先の計算の「９００尺２」は、「９００歩」となります。 

 次の「１６００に満たない」というのは、 

積
尺
何
千
百
弐
十
弐
歩
弐
分
五
厘
有
こ

れ
を
四
方
に
作
し
て
ハ
方
何
程
に
成
ぞ 

 

答
日
三
丈
三
尺
五
寸 

先
積
千
百
弐
十
弐
歩
弐
分
五
と
実
に
置

位
を
み
れ
ば
九
百
余
千
六
百
に
満
さ
る

故
三
丈
余
な
り
故
に
実
を
九
百
歩
引
て

こ
の
形
を
も
と
め
則
商
に
三
丈
と
置
別

に
三
丈
を
倍
し
て
六
丈
と
な
る
こ
れ
に

三
尺
を
か
く
れ
バ
百
八
十
歩
と
な
る
こ

れ
を
実
に
て
引
右
の
か
た
ち
の
二
方
へ

足
せ
は
如
此
に
な
る
今
足
た
る
三
尺
を

か
け
あ
ハ
せ
九
歩
と
成
是
を
実
に
て
引

角
へ
た
せ
ば
四
方
に
満
て
如
此
に
成
る

故
商
へ
三
尺
加
残
歩
三
十
三
弐
分
五
厘

と
な
る
ま
た
別
に
三
丈
三
尺
を
倍
し
て

六
丈
六
尺
と
な
る
こ
れ
に
五
寸
を
か
く

れ
ば
三
十
三
歩
と
な
る
こ
れ
を
実
に
て

引
て
右
乃
三
丈
三
尺
乃
形
へ
た
せ
は
如

此
に
な
る
今
足
た
ま
五
寸
を
か
け
あ
は

せ
弐
分
五
厘
と
な
る
実
を
引
て
角
へ
た

せ
ば
三
丈
三
尺
五
寸
四
方
満
る
故
商
へ

五
寸
を
加
る
商
は
則
今
尋
る
方
数
な
り 

 
 

開
平
式
断 

     

 

３丈 

三
丈 

法 平 開 
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  ４０×４０＝１６００ 

 つまり、「１６００歩に満たない」という意味だと考えられます。すると、「４０尺」 

は、「４丈」なので、問題の正方形の一辺は「４丈」未満だということになります。言 

い換えると、「３丈余り」ということです。 

 それを図で示したものが、右の図です。 

オレンジで表した正方形が、元の問題文の 

正方形です。 

 解法の続きです。 

 だから面積から９００歩を引いてこの形 

 をもとめ、商に３丈とおきます 

 １１２２．２５－９００＝２２２．２５ 

 「９００歩」とは、一辺３丈（３０尺） 

の正方形の面積です。「商」とは、この場 

合は、仮の正方形の一辺の長さです。 

 これを図で表すと、右下のようになりま 

す。中央の絵は昔の落書きと思われますの 

で、無視して見てください。ちょっと見に 

くいので、その下に新たに図をかいておく 

ことにしました。 

 ブルーの正方形の面積が９００歩で、こ 

の正方形の一辺の長さが３丈です。こ正方 

形よりも、求める正方形の方がオレンジ色 

分大きいのです。オレンジ色分の面積が、 

「２２２．２５歩」ということです。 

 では、次の解法に。 

 別に３丈を２倍すると６丈となります。 

 これに３尺をかけると１８０歩となり 

 ます。 

 「３尺」というのは、オレンジ色部の短 

い縦の辺の長さを仮に置いた長さです。 

 つまり、左上のオレンジ色の正方形を除 

いた長方形２つ分の面積を求めました。 

  ３０×２×３＝１８０（歩） 

 次です。 

 これを実にて引き、右のかたちの二方へ 

たすと、この（上の図）ようになります 

 

三
丈 

３丈 

三
丈 

３丈 

４丈 

四
丈 

？ 

三
尺 
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 前ページの図の如くです。 

 たした３尺を互いにかけると９歩となります 

 ここは、先ほどの右上のオレンジ色の正方形の面積を求めました。 

  ３×３＝９（歩） 

 これを面積から引いて角にたすと正方形になるので、３丈に３尺をたすと残りは、歩 

３３．２分５厘となります 

  ３３×３３＝１０８９（歩） 

  １１２２．２５－１０８９＝３３．２５（歩） 

 これで、前の正方形よりも一辺に付き「３尺」長 

い正方形の面積が出ました。後は右図の緑色の部分 

の面積です。 

 また別に３丈３尺を２倍すると６丈６尺となり、 

これに５寸をかけると３３歩となります 

 前ページと同じく、右図の左上の緑の正方形をの 

ぞいた緑色の部分の面積を求めていますね。 

  ３３×２×０．５＝３３（歩） 

 これを面積から引いて、右３丈３尺へたせばこのようになります 

 言葉足らずが気になりますが、 

 たした５寸を互いにかけると２分５厘となります 

  ０．５×０．５＝０．２５（尺２） 

 これは、左上の緑色の正方形の面積です。 

 実を引いて角へたせば３丈３尺５寸四方できっちり収まりますので、商に５寸を加え

た商が、今求める長さとなります 

 計算をしてみましょう。 

  ３３＋０．２５＝３３．２５（歩） 

と、上の図の緑色の部分の面積が求められました。そこで、先の３丈３尺にこの５寸を

加えて、 

  ３丈３尺＋５寸＝３丈３尺５寸 

と、求めている正方形の一辺の長さが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

３丈３尺 

三
丈
三
尺 

１０８９歩 
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 続きの文です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代文に直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

或
は
右
の
形
を
も
と
む
る
と
て
商
を 

倍
し
て
六
丈
と
作
す
と
云
は
圖
に
し
る 

す
ご
と
く
四
方
に
な
さ
ん
と
て
二
方
へ

足
故
也
又
此
六
丈
に
三
尺
を
か
け
た
る

事
は
三
丈
乃
形
を
も
と
め
た
る
時
不
尽

二
百
廿
二
歩
二
分
五
厘
有
を
三
丈
の
二

方
へ
二
尺
つ
ゝ
足
ハ
不
尽
お
ほ
し
又
四

尺
つ
ゝ
足
ハ
角
へ
足
歩
の
不
足
成
故
に

三
尺
つ
ゝ
足
さ
む
と
て
三
尺
を
か
く
る

な
り
重
て
商
の
三
丈
三
尺
を
倍
し
て
五

寸
を
か
く
る
事
も
同
事
余
は
こ
れ
に
な

ぞ
ら
へ 

 

あ
る
い
は
、
右
の
形
（
正
方
形
）
を
も
と
め

る
た
め
に
、
商
を
二
倍
に
し
て
六
丈
に
す
る

の
は
、
図
に
し
る
し
た
よ
う
に
正
方
形
に
す

る
た
め
に
二
方
（
上
と
左
側
の
長
方
形
）
へ

足
す
か
ら
で
す
。 

ま
た
こ
の
六
丈
に
三
尺
を
か
け
た
の
は
、

三
丈
の
正
方
形
の
面
積
を
も
と
め
た
時
に
、

不
尽
二
百
二
十
二
歩
二
分
五
厘
あ
る
の
を
、

三
丈
の
二
方
へ
二
尺
ず
つ
足
せ
ば
不
尽
が

多
い
。
ま
た
四
尺
ず
つ
足
せ
ば
、
角
へ
足
す

歩
が
不
足
す
る
た
め
に
、
三
尺
ず
つ
足
そ
う

と
し
て
三
尺
を
か
け
る
の
で
す
。
重
ね
て
商

の
三
丈
三
尺
を
二
倍
に
し
て
五
寸
を
か
け

る
事
も
同
じ
事
で
す
。
後
は
こ
れ
に
な
ら
っ

て
解
き
ま
し
ょ
う 
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箱の一辺の長さ 

 まず原本を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代文になおしましょうか。 

 昔升で２升２合５勺入る桶で正方形の箱を作る時、深さを２寸５分とすると、一辺は

どれほどになりますか 

 これが問です。 

 答は、一辺は７寸５分です 

 これが答えです。 

 では解法です。 

 まず２升２合５勺に、升の法６２坪半をかけると、１４０坪６分２厘５毛となります 

 昔升の嵩からその容積を求めます。 

  ２．２５×６２．５＝１４０．６２５（寸３） 

 解法の次です。 

 これを深さで割ると、５６坪２分半となります。これを開平にて除するのです 

  １４０．６２５÷２．５＝５６．２５（寸２＝坪） 

 これが、箱の表面積です。 

 これを開平に除するのです。 

 「開平数位」（４９歩あれば７寸四方）からす 

ると、まず、「７寸」が立ちます。残りの面積は 

  ５６．２５－４９＝７．２５（坪） 

 左上の正方形を除く薄いブルーの２つの長方 

形の面積は、 

 仮に「ア」を「０．５寸」と置く。 

  ７×２×０．５＝７（寸２） 

 左上の正方形の面積は、 

 

昔
升
に
て
弐
升
弐
合
五
勺
入

桶
に
四
方
成
は
こ
を
作
時
深

さ
弐
寸
五
分
に
し
て
ハ
何
程

四
方
に
成
ぞ 

 

答
日
七
寸
五
分
四
方 

先
弐
升
弐
合
五
勺
に
升
の
法

六
十
二
坪
半
を
か
く
れ
バ
百

四
十
坪
六
分
弐
厘
五
毛
と
成

是
を
深
に
て
わ
り
五
十
六
坪

二
分
半
と
成
是
を
開
平
に
て

除
也 

  

７寸 

ア 
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  ０．５×０．５＝０．２５（寸２） 

 薄いブルーの部分の面積は、 

 ７＋０．２５＝７．２５ 

 まさに残りの面積です。なので正方形の一辺の長さは、 

  ７＋０．５＝７．５（寸） 

と求められました。 
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相応開平 

 下の図のように、古額があります。 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

原本を提示しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読下し文も掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
横
壱
尺
五
寸
○
竪
七
寸
五
分
有
が

く
に
と
寸
歩
三
百
三
十
七
歩
半
を
四

方
へ
相
應
に
足
て
は
横
竪
何
程
つ
く

に
成
そ 

 

答
日
横
三
尺
竪
一
尺
五
寸 

先
壱
尺
五
寸
に
七
寸
五
分
を
か
く
れ

ハ
百
十
弐
歩
半
と
成
是
に
三
百
丗
七

歩
半
を
加
て
四
百
五
十
歩
と
成
是
に

七
寸
五
分
を
か
く
れ
バ
三
千
三
百
七

十
五
歩
と
成
こ
れ
を
壱
尺
五
寸
に
わ

れ
ば
弐
百
弐
十
五
歩
と
成
是
を
実
に

置
開
平
乃
式
を
行
へ
ば
竪
壱
尺
五
寸

と
成
又
一
尺
五
寸
に
又
古
横
壱
尺
五

寸
を
か
く
れ
ば
弐
百
弐
十
五
歩
と
成

是
を
置
て
七
十
五
分
に
て
わ
れ
バ
今

尋
る
よ
こ
三
尺
と
知
る
ゝ
也 

 

 

○
横
一
尺
五
寸
○
縦
七
寸
五
分
有
る
額
に
と

寸
歩
三
百
三
十
七
歩
半
を
四
方
へ
相
応
に
足

し
て
は
、
横
縦
何
程
つ
く
に
成
る
ぞ
。 

 

答
え
て
日
く 

横
三
尺
、
縦
一
尺
五
寸 

先
ず
一
尺
五
寸
に
七
寸
五
分
を
か
く
れ
ば
、

百
十
二
歩
半
と
な
る
。
こ
れ
に
三
百
三
十
七

歩
半
を
加
え
て
四
百
五
十
歩
と
な
る
。
こ
れ

に
七
寸
五
分
を
か
く
れ
ば
三
千
三
百
七
十
五

歩
と
な
る
。
こ
れ
を
一
尺
五
寸
に
わ
れ
ば
二

百
二
十
五
歩
と
な
る
。
こ
れ
を
実
に
置
く
。

開
平
の
式
を
行
え
ば
、
縦
一
尺
五
寸
と
な
り
、

ま
た
一
尺
五
寸
に
ま
た
古
横
一
尺
五
寸
を
か

く
れ
ば
、
二
百
二
十
五
歩
と
な
る
。
是
を
置

き
て
七
十
五
分
に
て
わ
れ
ば
、
今
尋
ぬ
る
よ

こ
三
尺
と
知
る
る
也
。 
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 なかなか難しいですね。現代文で提示しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず問です。 

 ○横１尺５寸 ○縦７寸５分のものを額にするために、面積３３７歩半を四角形に相応にた 

すとすると、横・縦の長さはどれ程になりますか。 

という問に対して、 

 答え 横３尺・縦１尺５寸です 

が答えです。 

 問題文をより分かりやすくしましょう。 

 

 

 

 

 

 

「上のような大きさの額絵のようなものがあり、これに合う額縁を作りたい。額縁全体の面積

は３３７歩５分で、縦と横の長さを、額絵の縦横の長さに相応するようにすると、それぞれの

長さはどれ程になりますか。」 

というところでしょうか。 

 では、解法です。 

 まず１尺５寸に７寸５分をかけると、１１２歩半となります。これに３３７歩半を加えて４

５０歩となります 

 初めに額絵の面積を求めています。 

  １５×７．５＝１１２．５（寸２） 

 これに額縁の面積を加えて、額全体の面積を求めています。 

  １１２．５＋３３７．５＝４５０（寸２＝歩） 

 さて、続きです。 

○
横
一
尺
五
寸 

○
縦
七
寸
五
分
の
も
の
を
額

に
す
る
た
め
に
、
面
積
三
百
三
十
七
歩
半
を
四

角
形
に
相
応
に
た
す
と
す
る
と
、
横
・
縦
の
長

さ
は
ど
れ
程
に
な
り
ま
す
か
。 

 

答
え 

横
三
尺
・
縦
一
尺
五
寸
で
す
。 

ま
ず
一
尺
五
寸
に
七
寸
五
分
を
か
け
る
と
、
百

十
二
歩
半
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
三
百
三
十
七

歩
半
を
加
え
て
四
百
五
十
歩
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
七
寸
五
分
を
か
け
れ
ば
、
三
千
三
百
七
十

五
歩
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
一
尺
五
寸
に
わ
れ

ば
二
百
二
十
五
歩
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
開

平
の
式
を
行
え
ば
、
縦
一
尺
五
寸
と
な
り
ま
す
。

ま
た
横
一
尺
五
寸
に
、
古
横
一
尺
五
寸
を
か
け

る
と
、
二
百
二
十
五
歩
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

七
十
五
分
で
わ
れ
ば
、
横
が
三
尺
と
分
か
り
ま

す
。 

  

１尺５寸 

七
寸
五
分 

額絵 

額縁 
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 これに７寸５分をかければ、３３７５歩となります。これを１尺５寸にわれば２２５歩とな

ります 

  ４５０×７．５÷１５＝２２５  

という計算ですが、縦と横との比率に合わせてそれぞれの長さを求めようとしています。 
                  ７．５         １ 
  ４５０×７．５÷１５＝４５０×      ＝４５０× 
                   １５         ２ 

縦横の長さの比は「１：２」ということが分かりました。 

これを開平の式、つまり開平の計算を行います。現代数学風に書くと、 

  √２２５ ですが、これでは解けないので、開平法を用いましょう。 

面積２２５の正方形の一辺の長さの見当を 

つける。二乗して２２５に近い数を見つける。 

   １５×１５＝２２５ 

と、いきなり、求められました。 

 これで縦の長さは１５寸、つまり１尺５寸で 

す。では、この続き、 

 また横１尺５寸に、古横１尺５寸をかけると、 

 ２２５歩となります。これを７５分でわれば、 

 横が３尺と分かります 

とありますが、「古横」とは、「古額の横」の間違いだと思われます。 

  １．５×１．５＝２．２５（尺２） 

         ＝２２５歩（寸で） 

  ２．２５÷０．７５＝３（尺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２５ 

１５ 

１５ 
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異形開平 

 右図のように、正三角柱の升があります。 

この問題文を。原本で提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読下し文、現代文も提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いきなり解法から入っています。図と本文からまず分かっていることを書きましょう。 

① 正三角柱の嵩は、２升７合７尺１抄２撮 

② 正三角柱の深さは、６寸４分８厘２毛７絲 

が分かっていて、後半の答えのところを見ると、「一辺の長さは８寸」と書かれていますので、

ここの問は、 

 「嵩が２升７合７尺１抄２撮で、深さが６寸４分８厘２毛７絲の正三角柱の升があります。

この正三角柱の三角形の口の一辺の長さを求めなさい。」と分かります。 

 として、解法をみていきましょう。 

 ２升７合７勺１抄２撮に、今升の法６４．８２７をかけて、深さ６寸４分８厘２毛７絲でわ

れば、２７．７１２となります 
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とあります。「２升７勺１抄２撮」は、この正三角柱の升の容積の嵩ですので、これに「今升

の法６４．８２７」をかけると、この升の容積（体積）が求められますね。これを深さで割る

のですから、出てきた「２７．７１２」とは、升の正三角形の口の面積です。 

 これを三角の法４分３厘３毛で割れば、６４歩となります 

 「三角の法」ですね。これは、同じ一辺の長さでも、正方形と 

正三角形では、その面積比は、次のようになりましたね。 

  正方形：正三角形＝１：０．４３３ 

 ここでは、正三角形の面積を「三角の法」で割るので、正方形 

の面積が求められました。それが６４歩です。 

 これを、開平の式により、一辺の長さは８寸と分かります 

  √６４＝８ 

以上、正三角形の一辺の長さは、「８寸」と求められました。 

この升の口の内側の一辺の長さが、８寸ということです。 
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